
 

全世帯配布　編集・発行　伊仙町役場　未来創生課（情報発信ワーキンググループ）
〒891-8293　鹿児島県大島郡伊仙町伊仙1842
TEL 0997（86）3111（内線27）　FAX 0997（86）2301
URL　http://www.town.isen.kagoshima.jp/ 2017年（平成29年）9月号

広報いせんNo.330

目　次
◎奄美群島１２市町村合同企画記事……………………………… ２～３Ｐ
◎特集１「徳之島コーヒー生産支援プロジェクト」始まる…… ４～５Ｐ
◎特集２「ふるさと納税報告書・地方創生報告」……………… ８～９Ｐ
◎ほーらい祭開催に伴う御礼………………………………… １２～１３Ｐ
◎お知らせコーナー…………………………………………… １４～２２Ｐ
◎商工会のまど………………………………………………………… ２３Ｐ
◎わが町のアイドル・戸籍の窓……………………………………… ２４Ｐ

ＨＰ専用QRコード
Facebook・youtube（動画）
でも、町の情報をお伝えしてい
ます。
（メルマガも始めました！）

ともに歩まれた
　５０年という長い年月

これからの生涯も、
ともに仲良くお過ごし頂きますように。

平成２９年８月１９日（土）徳之島交流ひろば　ほーらい館において、合同金婚式が開
催されました。今年は、１８組中９組のご夫婦の出席を賜り、ご家族が見守るなかでお
互いに感謝と労いの言葉を掛け合い、会場は和やかな雰囲気に包まれていました。
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国
立
公
園
は
︑
日
本
を
代
表
す
る
自
然
の
風
景
地
と
し
て
︑
自
然
公
園

法
に
基
づ
き
︑
国
が
指
定
す
る
も
の
で
す
︒
す
ぐ
れ
た
自
然
を
守
り
︑
そ

の
感
動
を
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
︑
環
境
省
を
は
じ
め
︑
地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
等
が
協
力
し
て
︑

自
然
の
保
護
と
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画
・
実

施
さ
れ
ま
す
︒

　
奄
美
群
島
国
立
公
園
は
平
成
29
年
３
月
７
日
に
全
国
で

34
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
︒

　
　
　
奄
美
群
島
12
市
町
村
合
同
企
画

奄
美
群
島
国
立
公
園
誕
生

生い
の
ち命

に
ぎ
わ
う
亜
熱
帯
の
シ
マ

～
森
と
海
と
島し

ま
っ
ち
ゅ人の

暮
ら
し
～

施設整備事例

国
立
公
園
と
は

国
立
公
園
の
利
用

　
国
立
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
適

正
に
自
然
を
体
験
し
て
楽
し
む
た
め
に
必
要
な
施
設
を
計
画

し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
き
公
園
事
業
と
し
て
国
や
地

方
自
治
体
︑
民
間
事
業
者
が
施
設
の
設
置
・
整
備
を
行
い
ま

す
︒　ま

た
︑
国
立
公
園
で
行
わ
れ
る
様
々
な
自
然
体
験
活
動

︵
例
え
ば
︑
登
山
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
︑
野
鳥
観
察
な
ど
︶

に
お
い
て
︑
マ
ナ
ー
の
普
及
啓
発
や
︑
適
正
な
利
用
の
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
な
ど
の
普
及
啓
発
や
︑
自
然
環
境
へ
負

荷
を
与
え
な
い
観
光
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

努
め
ま
す
︒

【歩道（ウッドデッキ）】 【ビジターセンター】

【公衆トイレ】

特
集

※国立公園の詳細な地図は、各自然保護官事務所、大島支庁または
お住まいの市町村役場にて確認することができます。

国立公園に指定された区域

特別保護地区
第１種特別地域

第２種特別地域
第３種特別地域 海域公園地区

普通海域

アマミノクロウサギ

アマミイシカワガエル

金作原原生林

奄美群島国立公園の指定及び公園計画決定の概要�
�

１．背景�

� 奄美群島は、特徴の異なる８つの島々で構成されており、世界的にも数少なく国内では最

大規模の亜熱帯照葉樹林、アマミノクロウサギなどの固有又は希少な動植物、琉球石灰岩の

海食崖や世界的北限に位置するサンゴ礁、マングローブや干潟など多様な自然環境を有して

います。

� 平成 �� 年度に実施された国立公園総点検事業においては、当該地域のこれらの自然環境

が我が国を代表する傑出された地域であると高く評価され、新規に国立公園の指定を行う候

補地として選定されました。

このような評価を受け、奄美群島について、自然環境に関する情報をさらに収集・分析し

た結果、我が国を代表する傑出した景観を有する地域として、新たに奄美群島国立公園を指

定することとしました。また、当該指定に併せて、既に指定されている奄美群島国定公園の

一部地域を本国立公園に編入し、国定公園の指定を解除します。

� � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� ２．指定理由・公園計画の基本方針等�

 奄美群島は、次の風景形式の中で、我が国を代表する傑出した自然の風景を有する地域

であるため、国立公園に指定するものです。また、景観要素と本国立公園の特徴を簡潔

に表したテーマは次のとおりです。�

� � � 風景形式� ：多くの固有種が集中して分布する国内最大規模の亜熱帯照葉樹林の生態

系、自然性の高い河川景観、干潟・マングローブ生態系、サンゴ礁生態

系といった多様な生態系が複合的に一体となった景観�

� 主な景観要素：亜熱帯照葉樹林、砂浜、干潟、海食崖、リアス海岸、海鳥やウミガメ

の繁殖地、サンゴ礁、隆起段丘、鍾乳洞やカルスト地形、人と自然の

関わりを示す文化景観�

テ�ー�マ� � ：「生命
い の ち

にぎわう亜熱帯のシマ� ～森と海と島 人
しまっちゅ

の暮らし～」�

奄美群島国立公園�
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国
立
公
園
に
は
原
生
的
な
自
然
だ
け
で
な
く
︑
森

林
や
農
地
︑
集
落
な
ど
の
多
様
な
地
域
を
含
ん
で
い

ま
す
︒
そ
の
た
め
に
︑
保
護
の
レ
ベ
ル
を
段
階
的
に

設
定
し
︑
公
園
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
行
為
を
規

制
す
る
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
︒
規
制
さ
れ
る
行
為

の
種
類
や
規
模
は
公
園
の
地
種
区
分
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
︑
特
別
保
護
地
区
︑
第
1
種
～
第
3
種
特
別

地
域
︑
海
域
公
園
地
区
︑
普
通
地
域
の
6
つ
の
地
種

区
分
を
設
け
て
い
ま
す
︒
こ
れ
に
よ
り
自
然
環
境
や

利
用
状
況
を
考
慮
し
て
︑
自
然
の
保
護
と
人
の
活
動

が
両
立
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

特別保護地区 ♦公園の中で、特にすぐれた自然景観を
保持し、最も厳しく行為が制限されます。

♦特別保護地区に準ずる景観をもち、現在
の景観を極力保護することが必要な地域。

♦農林漁業活動について、努めて調整を図
りながら景観を維持することが必要な地域。

♦通常の農林漁業活動については規制のか
からない地域。

♦上記地域の保護のための緩衝地域。

第１種特別地域

第２種特別地域

第３種特別地域

普通地域
届
出
制

許
可
制

規制計画
強

弱

規制

　【奄美大島、喜界島、与論島】奄美自然保護官事務所（奄美野生生物保護センター） 0997­55­8620
  【徳之島、沖永良部島】徳之島自然保護官事務所　　 0997­85­2919
　鹿児島県大島支庁総務企画課　 0997­57­7215

特別保護地区・特別地域の規制内容
第１種

特別

地域

①工作物の新改増築
②木竹の伐採
③鉱物の採掘・土石の採取
④河川・湖沼の水位水量の増減
⑤指定された湖沼への汚水排出等
⑥広告物の設置・掲出・表示等
⑦野外での物の集積・貯蔵（指定物＝土石・廃棄物等）
⑧水面の埋立・干拓
⑨土地の形状変更
⑩指定された動物（虫等）・植物の捕獲殺傷、放出
⑪工作物等の色彩の変更
⑫指定された区域への立入り、車馬等の乗り入れ

第２種

特別

地域

第３種

特別

地域

特別

保護

地区

特別地域の規制に加えて、
⑬木竹の損傷
⑭木竹の植栽
⑮家畜放牧
⑯野外での物の集積・貯蔵
⑰火入れ・たき火
⑱動植物の捕獲殺傷・採取損傷、落葉落枝採取、放出
⑲道路等以外で車馬の乗り入れ
⑳指定された区域への立ち入り

お問い合わせ先

　地域の皆様のご理解とご協力
をいただきながら、皆さんと一
緒に国立公園の保護と適正な利
用の両立を図っていきたいと思
いますので、今後ともよろしく
お願いいたします。

国
立
公
園
の
保
護

　国立公園内で、これらの行為を行う際は事前に下記の問い合わせ先までご相談ください。

海域公園地区： サンゴや熱帯魚などの優れた海中の景観を維持するための地区です。指定されたサンゴの採取や主に観賞用熱
帯魚の捕獲が規制されますが、通常の漁業活動には規制がかかりません。

普通地域： 普通地域では、通常の農作業、林業、畜産業や日常生活を営むことにほとんど規制はかかりません。ただ、新たな
農地の開拓や高さ 13m 以上の大規模建築物の設置などを行う際には、事前の届出が必要です。

海域公園地区・普通地域の規制内容

海域

公園

地区

①工作物の新改増築
（★漁業に必要なもの除く。以下、同じ）

②鉱物の採掘・土石の採取（★）
③広告物の設置・掲出・表示等（★）
④指定された動植物の捕獲殺傷
⑤海面の埋立・干拓
⑥海底の形状変更（★）
⑦物の係留（★）
⑧汚水・排水の排出
⑫指定区域内での動力船使用

普通

地域

※陸・海

① 一定規模以上の工作物の新改増築
（建築物高さ 13m 又は延面積 1000㎡、鉄塔高さ

30m、送水管長さ 70 ｍなど）
②特別地域内の河川・湖沼等の水位・水量増減
③広告物の掲出・設置・表示
④水面の埋立・干拓
⑤鉱物の掘採・土石の採取
⑥土地の形状変更
　（海域では海域公園から 1㎞内のみ）
⑥海底の形状変更（海域公園から 1㎞内のみ）

犬田布岬公園（奄美十景・第３種特別地域指定）
　徳之島の南西部に三角形に突き出した琉球石灰岩の海蝕崖の岬です。切り立った断崖
に向かって力強く打ち付ける波と絶壁の遠望に自然の雄大さを体感でき、毎年多くの観
光客などが訪れます。また、同地においては、昭和２０年４月７日に撃沈された戦艦大
和を旗艦とする特攻艦隊戦没将士の慰霊塔が高麗芝のスロープ地帯に建立されていて、
毎年撃沈された日は、英霊の御霊に対して鎮魂の祈りを捧げる為の慰霊祭を行ってお
り、５０回を迎えた今年の式典には、皇族としては４８年振りに彬子女王殿下にご臨席
を賜り慰霊祭を挙行しました。
　この岬は奄美群島第３種国立公園であり、また奄美十景の一つにも数えられていま
す。（公園内設備：戦艦大和資料館・展望所・休憩所・バーベキュー台・駐車場）
お問い合わせ：伊仙町役場きゅらまち観光課　ＴＥＬ：0997-86-3111（代表）
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徳之島コーヒー生産支援プロジェクト始まる！

～国産コーヒー豆を使用した商品の発売を目指して～特集 1

○
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
よ
る
調
印
が
交
わ
さ
れ
る

　

さ
と
う
き
び
や
畜
産
、
園
芸
な
ど
が
盛
ん

な
徳
之
島
に
お
い
て
、「
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
作
る
」

と
い
う
事
業
が
始
ま
る
こ
と
を
誰
が
想
像
で
き

た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
幾
多
の
失
敗
と
自
然
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
諦
め
ず
に
約
35
年
の
歳

月
を
か
け
て
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
栽
培
を
続
け
て
き

た
生
産
者
の
想
い
が
よ
う
や
く
実
り
始
め
ま
し

た
。

　

今
回
、
コ
ー
ヒ
ー
販
売
大
手
の
味
の
素
Ａ
Ｇ

Ｆ
㈱
と
総
合
商
社
丸
紅
㈱
が
参
画
し
、
地
元
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
会
と
伊
仙
町
の
４
者
で
協
定

を
結
び
、
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
が
発
足
し
ま
し
た
。

調印式に出席した吉玉（生産者会代表）・大久保町長・品田社長（味の素ＡＧ
Ｆ㈱）・梶原部長（丸紅㈱）左から

記念のコーヒー苗が品田社長から生産者会に贈呈された。

品田社長から力強い決意が述べられました。

記者発表後に、徳之島コーヒーの試飲会が行われた。

○
和
菓
子
に
合
っ
た
「
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
」
を
目
指
し
て

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
味
の
素
Ａ
Ｇ

Ｆ
㈱
が
国
産
コ
ー
ヒ
ー
を
追
い
求

め
る
な
か
で
、「
煎
（
せ
ん
）」
と

和
菓
子
を
愉
し
む
と
い
う
新
し
い

食
文
化
の
構
想
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
た
事
に
端
を
発

し
、
総
合
商
社
丸
紅
㈱
に
国
内
生

産
地
を
調
査
す
る
よ
う
依
頼
し
て

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
ま
し

た
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
徳
之
島
以

外
に
沖
縄
県
や
小
笠
原
諸
島
で
も

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
「
生
産
者
会
」

と
し
て
の
組
織
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、原
料
の
調
達
に
あ
た
っ

て
は
、
自
治
体
も
含
め
た
生
産
者

会
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
生
産

者
会
」
に
“
白
羽
の
矢
”
が
経
ち

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
産
コ
ー
ヒ
ー
豆
の

栽
培
に
あ
た
っ
て
は
課
題
も
多

く
、
生
産
者
会
の
代
表
で
あ
る
吉

玉
誠
一
さ
ん
曰
く
「
一
番
は
台
風

被
害
」
と
課
題
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
回
の
事
業
発
足
に
つ
い

て
は
「
Ａ
Ｇ
Ｆ
さ
ん
や
丸
紅
さ
ん

の
力
を
借
り
て
、
徳
之
島
が
コ
ー

ヒ
ー
生
産
地
に
な
れ
ば
」
と
期
待

感
も
滲
ま
せ
ま
し
た
。

○
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱
社
長
「
逃
げ

ず
に
一
緒
に
や
り
ま
す
」
と
力
強

く
宣
言

　

徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
栽
培
に

つ
い
て
は
、
従
来
作
ら
れ
て
い
る

農
産
物
と
は
違
っ
た
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
特
に
台
風
常
襲
の
地

で
も
あ
る
徳
之
島
で
、
同
事
業
を

始
め
る
こ
と
に
、
地
元
側
と
し
て

も
一
抹
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
不
安
を
一
蹴
す
る

か
の
よ
う
に
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱
の
品
田
社

長
か
ら
は
「
日
本
の
コ
ー
ヒ
ー
と

言
え
ば
、
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
と
言

わ
れ
る
よ
う
、
10
年
～
30
年
後
に

パ
ッ
シ
ョ
ン
（
情
熱
）
を
つ
な
ぎ
、

海
外
の
人
に
も
飲
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
、
つ
づ
け
て
「
苦
労

の
日
か
も
知
れ
な
い
が
、
逃
げ
ず

に
一
緒
に
や
り
ま
す
。
顔
が
見
え

る
信
頼
関
係
で
結
び
つ
い
た
提
携

関
係
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
い
」

と
力
強
い
決
意
を
示
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
力
強
い
決
意
に
沿
っ
て
、

大
久
保
町
長
か
ら
も
「
台
風
被
害

で
多
く
の
生
産
者
た
ち
が
挫
折
し

た
が
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
と

防
風
対
策
を
進
め
れ
ば
可
能
性
が

あ
る
」
と
今
後
の
事
業
展
開
に
大

き
く
期
待
し
、
町
と
し
て
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
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栽培中のコーヒー豆

徳之島コーヒー生産者会
会長　吉玉　誠一さん

コーヒー豆の特徴について話をする吉玉氏。

〇
次
世
代
に
つ
な
が
る
夢
の
作
物

「
コ
ー
ヒ
ー
」

　

今
回
、
食
品
関
係
を
扱
う
大
手
企

業
２
社
と
生
産
者
会
の
間
で
結
ば
れ

た
協
定
に
よ
り
、
奄
美
群
島
は
も
と

よ
り
、
某
テ
レ
ビ
局
の
朝
の
情
報
番
組

（
全
国
放
送
）
で
も
伝
え
ら
れ
た
「
徳

之
島
コ
ー
ヒ
ー
」
の
話
題
。

　

島
内
で
コ
ー
ヒ
ー
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
一
部
の
方
は
ご
存
じ
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
半
の
方
は
驚

い
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
島
外
在
住

の
郷
土
出
身
の
方
々
に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
も
取
り
上
げ
て
頂
い
た
お
陰
で
、
一

気
に
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
の
情
報
が
拡

散
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
華
々

し
く
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
ま
で
、
生
産
者
の

並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
情
熱
が
背
景
に

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
第

一
人
者
で
も
あ
る
、
生
産
者
会
会
長
の

吉
玉
誠
一
さ
ん
に
栽
培
を
始
め
た
経
緯

や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
お
話
し
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
？

吉
玉
氏
「
き
っ
か
け
か
？
そ
り
ゃ
自

分
が
コ
ー
ヒ
ー
を
好
き
や
っ
た
か
ら
や

な
。
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
る
け
ど
、
わ
り

か
し
ス
ッ
キ
リ
し
た
味
や
っ
て
言
わ
れ

る
ね
。
そ
こ
そ
こ
苦
味
も
あ
る
し
、
香

り
が
良
い
か
ら
、
み
ん
な
飲
み
や
す
い

と
言
っ
て
く
れ
る
。」

Ｑ
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
に
伴
っ
て
、

生
産
者
会
と
し
て
の
当
面
の
目
標

は
？

吉
玉
氏
「
ま
ず
一
つ
目
は
、
生
産
者
を

増
や
し
た
い
な
。特
に
、若
い
コ
ー
ヒ
ー

生
産
者
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
長
い
長
い
時
間
を
か
け
て
育
て
て

い
く
も
の
だ
か
ら
、
さ
と
う
き
び
の
よ

う
に
今
年
植
え
付
け
し
て
来
年
収
入

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
１
回
植
え

て
育
て
れ
ば
30
年
～
50
年
の
間
、
毎

年
収
入
に
つ
な
が
る
し
、
徳
之
島
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
て
新
た
な
基
幹
作
物

に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
ま
す
。」

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
を

目
指
す
方
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

吉
玉
氏
「
あ
の
～
、
ま
ず
急
が
な
い

（
笑
）。
島
の
生
産
者
は
さ
と
う
き
び
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
る
か
ら
、
植
え
つ
け

て
ち
ょ
っ
と
管
理
し
た
ら
い
い
と
い
う

考
え
で
は
難
し
い
。
や
っ
ぱ
り
農
家
と

い
う
の
は
、
畑
に
毎
日
足
を
運
ぶ
こ
と

で
育
て
て
い
る
作
物
の
成
長
を
逐
一
観

察
す
る
か
ら
、
育
成
方
法
を
見
つ
け

出
し
覚
え
て
い
く
も
の
な
ん
だ
よ
ね
。

そ
れ
を
何
十
年
も
繰
り
返
し
て
経
験

を
積
み
重
ね
て
成
長
し
て
い
く
ん
だ
か

ら
、
ま
ず
は
急
が
な
い
こ
と
！
」

Ｑ
．
最
後
に
一
言
！

吉
玉
氏
「
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、徳
之
島
の
コ
ー
ヒ
ー
が
『
島
の
夢
』

と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
！

徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
概
要

○
今
回
の
事
業
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱

が
徳
之
島
で
行
う
支
援
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
抜
粋
）

１　
コ
ー
ヒ
ー
生
産
目
標

〈
現
在
〉
栽
培
本
数	

	

約
６
０
０
本

　
　
　
　

収
穫
量	

	

約
70
ｋ
ｇ

〈
目
標
〉
栽
培
本
数	

	
１
万
本

　
　
　
　

収
穫
量	

	
10
ｔ

※
目
標
は
５
年
後
を
想
定
。

２　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
内
容

①　

徳
之
島
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
生
産
量
の
増
大

　

を
支
援

②　

期
間
は
３
年
間
（
但
し
、
こ
の
期
間
以
降
も
段

　

階
的
に
事
業
を
展
開
予
定
）

③　

各
当
事
者
の
役
割

　
　

・
伊
仙
町
＝
行
政
窓
口
、
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
協
力

　
　

な
ど

　
　

・
丸
紅
㈱
＝
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
物
流
、
保
管
管
理

　
　

・
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱
＝
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
生
産
支
援
、
豆

　
　

の
購
買
、
商
品
化
検
討
、
関
連
す
る
徳
之
島
物

　
　

産
品
と
連
携

３　
支
援
の
具
体
策

①　

味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱
専
用
農
園
に
お
け
る
コ
ー　

　

ヒ
ー
栽
培

②　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
築

③　

苗
木
の
供
給

④　

そ
の
他

徳
之
島
の
新
た
な
基
幹
作
物
と
し
て
期
待
！
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稲　隆仁　副町長から美島　盛秀
　会長へ認定証を交付しました。

年度活動計画の策定

共同作業の様子② 農道の補修 水路の泥上げ

施設の点検 共同作業の様子①

今後は、広域的に農地保全に向けた活動が行われます。

　国の「多面的機能支払交付金事業（※）」を活用した農道保全管理活動組織（水土里サークル活動）の広
域協定運営委員会設立記念式が、７月３日に徳之島交流ひろば　ほーらい館で行われました。
　伊仙町では、現在７つの組織の活動にあたって、平成２６年度から同交付金事業を活用して支援しており、
各組織においては農用地や水路、農道など地域資源や農村環境の保全に取り組んでいます。
　今回の広域協定により７つの組織が一本化され、組織の事務負担軽減により組織活動の活性化が図られる
ほか、予算面においては豪雨、台風等で被害の大きかった地域への配分が可能となり、町内広域での保全管
理の適正化が期待されております。
　また、広域協定運営委員会設立に際し、今年度より新たな活動組織「西

にしばる

原みどりの会」が加わり、小島河地、
上晴、糸木名地区（約２００ヘクタール）の農地保全活動を実施することになりました。
　本町においては、今後も本事業を積極的に導入してまいりますので、農地環境の適正化に向けて、皆様の
特段のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※多面的機能支払交付金とは…
　多面的機能支払交付金は、以下に示す農地維持支払交付金と資源向上支払交付金から構成されます。

農地維持支払交付金
　水路・農道等の管理を地域で支え
る共同活動を支援します。　
支援対象
･農地法面の草刈り、水路の泥上げ、
農道の路面維持等の基礎的保全活動
･農村の構造変化に対応した体制の拡
充・強化、保全管理構想の作成　等

資源向上支払交付金
　地域資源(農地、水路、農道等)の
質的向上を図る共同活動を支援しま
す。
支援対象
･水路、農道、ため池の軽微な補修
･植栽による景観形成　等

☆広域協定運営委員会設立（新たな活動組織も加入！）

多面的機能支払交付金事業
(水土里サークル活動)

伊仙町広域運営委員会役員、7活動組織は以下のとおり。(敬称略)
会　　長：美島　盛秀　　
副 会 長：窪田　孝司、四本　博一　　
監 　 査：平山　純、永岡　良一、水本　隆太郎、元山　吉徳
事務局長：酒勺　英樹　
喜念きむきゅら会 ･東部ひまわり会 ･伊仙中部緑風会 ･阿三長寿クラブ・阿権あおばと会 ･木之香さくら会 ･三崎農地
水保全管理会
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社会を明るくする為、内閣総理大臣や鹿児島県知事からメッセージが寄せられました。

長年の功績が称えられて表彰を受けた　大山　佐智子さん

伊仙町食生活改善推進員　会長 大山 佐智子氏

「H29年度 栄養関係功労者知事表彰」受賞
　去る平成29年5月16日、県庁講堂で開
催された鹿児島県食生活改善推進員連絡
協議会総会時に、伊仙町会長として活躍
されている大山佐智子氏が、食生活改善
事業功労者として知事表彰を受賞されま
した。大山氏の長年に渡るご尽力と功績
が認められた事は、伊仙町に住む私達に
とって喜ばしく誇らしい事であり、志を
同じくして活動されている食生活改善推
進員の皆様の大きな励みとなる事でしょ
う。受賞おめでとうございます。

食生活改善推進員スローガン　～私達の健康は私達の手で～

第６７回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　７月の伊仙町職員朝礼の中において、第 67 回“社会を明るくする運動” の内閣総理大臣と
鹿児島県知事のメッセージの伝達式が、7 月 3 日（月）に伊仙町中央公民館 2 階の大ホール
にて行いました。
　この、“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、罪を犯した人の立ち直りについて理
解を深め、力を合わせて犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

　安全で安心な国づくりのためには、犯罪や非行をした人を地域から排除したり、孤立させるのではなく、
適切な「仕事」や「居場所」の確保を通じて、責任ある社会の一員となるよう支えていくことが大切です。
ご協力よろしくお願い致します。
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１．寄付者の皆様へ
　伊仙町では、平成２１年度から「きばらでぇ伊仙応援寄付金」を創設し、これまで８年間で累計
７１，５０７，５００円ものご寄付を頂きました。平成２８年度も３１７名の方から１７，９３７，０００
円もの寄付金を頂き、これまで多くの事業に活用させて頂きましたので、ここにご報告させて頂きたく
存じます。このほかにも、鹿児島応援寄付金募集推進協議会を経由して、平成２１年度より累計４，
２９１，４５２円ものご寄付を頂いております。中には同じ年度に両方へご寄付いただいた方々もいらっ
しゃり、遅ればせながら深く感謝いたします。これら寄付金は、毎年合算し、各種事業に使わせて頂きまし
た。本当にありがとうございました。

２．ご寄付の指定使途による実施事業　
　これまで８年間にわたって頂いたご寄付は、基金に積み立てた上で寄付者の皆様のご意向に沿った形で事
業費への充当をしてきました。平成２１年度から２３年度までは、基金としての積立のみを行い、事業費化
されたのは平成２４年度からです。年度ごとの充当事業明細各事業の様子を、今後何回かに分けてご報告し
ます。
●平成２４年度
希望使途 事業名 金額（千円） 内　　容

青
少
年
育
成

スポーツ少年団
育成補助金 １，０００

軟式野球・バ
レーボール・
サッカー競技
を行う町内少
年団へ活動助
成

青少年育成交流
推進事業補助金 １，０００

町内小学４年生～中学３年生の子どもを対象に『いせんチャレ
ンジ隊』として、大分でのスキー体験や、鹿児島での座禅体験
等を通じ、初めての事にチャレンジする積極性、集団生活での
自主性、協調性を養う。

平成21～28年度  伊仙町ふるさと納税　報告書
特集 2



広　報　い　せ　ん 平成29年9月（330）（9）

そ
の
他
（
指
定
な
し
）

町
政
施
行
50
周
年
記
念
事
業

７，０００

町政施行５０
周年を記念し
た式典・祝賀
会に係る事業

情
報
発
信
施
設

「
な
く
さ
み
館
」
事
業

６，４００

町政５０周年
記念に合わせ
て 造 ら れ た
情報発信施設
「 な く さ み
館」のこけら
落としに係る
事業

計 １５，４００

　平成２６年、国は急激な少子高齢化の進行・人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への過度の人口
集中を是正し、日本社会の活力を維持するために『まち・ひと・しごと創生法』が制定されました。
　この法律を元に、国と地方が役割を分担しつつ、地方が主体となって地方創生を実現するよう全国市町村
へ通達が出され、その計画として「地方版総合戦略」の策定が求められました。今号より、これまでの実績
を順次お知らせします。

『伊仙町総合戦略』
基本目標１：伊仙町における安定した雇用を創出する
基本目標２：出生率日本一の伊仙町ならではの結婚・出産・子育て環境をつくる
基本目標３：時代に合った地域を作り、伊仙町への人の流れを作り、長寿世界一を
　　　　　　育んだ安心な暮らしを守る

＜基本目標１達成に向けて：農業研修センターの設立＞　４，９９７万円
・伊仙町農業振興の拠点　・情報・技術の集まる場　・農家の声が聞こえる場

地方創生事業のご報告
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夏植え目標面積１４０ｈａを目指して！
　７月２８日（金）「徳之島交流ひろば　ほーらい館」において、各関係機関及びさとうきび生産農家
出席のもと「夏植え出発式」が盛大に行われました。
　伊仙町においては、今期の夏植え面積の目標を「１４０ha」としており、大久保町長からは「今後の
さとうきび生産にあたっては、徳之島ダムが完成したことによる水の安定供給に向けた取り組みと、台
風対策をどうするのか。また単収アップの為に農地集積の推進と品種改良を重ねながら、関係機関が一
丸となってさとうきび作りを行うことが大事」であると呼びかけました。
　そのなかで、関係機関の各代表者からは「夏植え作業を行うにあたって、梅雨明け以降まとまった雨
が降っていないことから、生育への影響と厳しい暑さが起因して適期管理作業の遅れが目立っており、
ひいては今後の単収に大きく影響を及ぼすことも懸念される」との見方を示しました。
　さらに農家の高齢化からなる人手不足の当面の対応策についても、「植付け作業などの機械化の推進
で省力化並びに効率化を図ることや、適期管理作業に関わる受委託が集中している現状を踏まえて関係
機関で連携を図る」など農家の所得向上に向けて積極的に取り組んでいく姿勢を示していました。
　さとうきびの夏植えは、農家の安定経営を図るうえで非常に重要であると言われていますが、酷暑の
なかで作業を行う農家の皆様におかれては、ご自愛いただきながら目標達成に向けてご協力を頂きます
よう、お願い致します。

（ニュースリリース）
空き家対策で伊仙町と鹿児島銀行が提携！

出発式の様子

正式に覚書を交わして、記者団の取材に応じました。
（右側が盛田　勝弘　鹿児島銀行徳之島支店長）

○鹿児島銀行「空き家対策支援ローン」（※変動金利型）の内容
☆空き家が壊れて迷惑をかけたらどうしよう。☆解体するにもお金がかかる。☆空き家を改修して賃貸物
　件にしたい！など、空き家のお悩みをぜひご相談下さい。
・最大お借り入れ金額５００万円！最大お借り入れ期間１０年間！
・お借り入れ利率は、年２．６％！但し、伊仙町から空き家に関する補助金交付決定を受けた方は年2.3％
※お申込みに際しては、鹿児島銀行所定の審査があり、審査結果によってはご希望にそえない場合がございます。
お問い合わせ：伊仙町役場未来創生課（８６－３１１１）か鹿児島銀行徳之島支店（８２－１１３１）へ

　８月１日に、㈱鹿児島銀行（本店・鹿児島市）様と伊仙町
の間で、「空き家対策事業の推進に関わる覚書（有効期間：
１年間）」を交わしました。
　提携における概要については、空き家の改修を積極的に進
める事を目的としており、具体的な流れとしては、本町の空
き家対策事業の一環である「地方創生空き家改修費補助金交
付」について、リフォーム希望者が伊仙町へ申請を行い、審
査会での決定を経て補助金交付を受けるとともに、さらなる
支援策として鹿児島銀行が取り扱いを行っている「かぎん空
き家対策支援ローン（２０１５年７月１日開始）」を利用し
て頂くことで、借入利率の優遇措置を受けて空き家の改修を
さらに促進するものであります。
　今回の提携について、鹿児島銀行徳之島支店　盛田　勝弘
　支店長は「空き家対策を通じて、長寿・子宝の町に多くの
人が定着し、多くの子供たちが生まれて欲しい。地方が活性
化しないと地元の金融機関も伸びない」として、提携の重要
性を含めて今後の事業の活性化に期待を寄せられました。
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　鹿児島県大島支庁の若手職員による育成プログラム「若手職員育成プログラム２０１７」の一環
で作成された「１０９(とく)の島クイズ」。
　３回目となる今回は、以下の問題を出題します。正解は次号（１１月号）に掲載しますが、是非
とも徳之島クイズを通して、「郷土愛」を持って頂けたら幸いです。

★まずは、前回の答えあわせから！

＜食クイズ＞
第７問　黒糖焼酎が奄美群島だけでしか製造できないのはなぜでしょうか？

Ａ．法律で決まっているから。太平洋戦争敗戦後、米軍政府統治下の奄美群島では、これまで

造っていた泡盛の原料米不足により、黒糖を使った黒糖焼酎の製造を始めました。日本復帰

後、黒糖焼酎は焼酎ではなく、スピリッツに分解されたことから、焼酎の１．３倍の税が課さ

れました。酒造組合が陳情を行った結果、一次仕込みの米麹を使う事を条件に、黒糖焼酎を焼

酎として扱うこと、奄美群島だけで黒糖焼酎の製造が認められることになりました。

　＜長寿クイズ＞
第８問　泉重千代翁は、何時代に生まれた人でしょうか？

Ａ．江戸時代。慶応元年（１８６５年）の江戸時代に生まれ、昭和時代に亡くなりました。

　　愛煙家で、７０歳からたばこを吸い始めたそうです。

今月号の問題
＜闘牛クイズ＞

徳之島の闘牛は、いつの時代から始まったでしょうか？

＜ノンジャンルクイズ＞

トライアスロンＩＮ徳之島大会が誕生した理由は何でしょう
か？

クイズに答えて
郷土愛を深めよう！
徳之島クイズ
作成・提供元　鹿児島県大島支庁徳之島事務所

第９問

第10問
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【
伊
仙
町
建
設
業
協
会
】

一
金
２
，
１
９
０
，
０
０
０　
円
也

あ
た
り
実
業
、
井
上
サ
ッ
シ
店
、
（
株
）

上
木
土
木
、
樺
山
工
業
（
株
）
、
清
興

発
、
久
保
建
設
工
業
（
株
）
、
（
有
）
幸

林
工
務
店
、
（
有
）
光
風
、
（
有
）
幸
田

産
業
、
（
有
）
光
洋
建
設
、
（
有
）
光
成

建
設
、
（
有
）
幸
山
建
設
、
（
有
）
幸
田

土
木
、
（
有
）
佐
武
電
設
、
新
山
建
設
、

（
有
）
新
栄
建
設
、
（
株
）
杉
山
塗
装
、

（
株
）
ぜ
ん
こ
う
建
設
、
（
有
）
大
成
、

（
有
）
た
つ
や
、
（
株
）
タ
イ
エ
イ
設
備

工
業
、
（
有
）
ツ
カ
サ
建
設
、
豊
富
建
設

（
株
）
、
（
有
）
富
岡
建
設
、
（
株
）
南

宝
建
設
、
（
株
）
文
元
建
設
、
（
有
）
太

建
設
、
（
有
）
丸
豊
建
設
、
（
有
）
前
田

電
気
設
備
、
（
有
）
美
島
建
設
、
（
有
）

岬
建
設
、
（
有
）
盛
本
電
気
工
事
社
、

（
有
）
ヤ
マ
サ
工
業
、
（
有
）
米
田
開

発
、
琉
工
務
店

一
金
１
０
０
， 
０
０
０　
円
也

（
株
）
福
島
不
動
産
、
（
株
）
福
島
葬

祭
、
南
西
糖
業
（
株
）

一
金　
５
０
，
０
０
０　
円
也

　

渕
上
建
設
工
業
（
株
）
、
あ
ま
み
農
業

協
同
組
合
（
徳
之
島
事
業
本
部
）
、
竹
山

建
設
（
株
）
、
水
道
機
工
（
株
）
九
州
支

店一
金　
３
３
，
３
３
３　
円
也

（
株
）
清
和
工
業

一
金　
３
０
，
０
０
０　
円
也

（
有
）
池
田
設
計
徳
之
島
営
業
所
、
鉄
平

商
事
、
ハ
ヤ
テ
運
送
、
前
田
電
気
管
理
事

務
所
、
徳
之
島
建
機
リ
ー
ス
、

（
有
）
徳
之
島
通
信
特
機
、
（
有
）
サ
ン

ロ
ッ
ク
、
徳
之
島
地
区
金
融
懇
話
会

一
金　
２
０
，
０
０
０　
円
也

奄
美
環
境
開
発
（
株
）
、
（
株
）
環
境
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
（
有
）
上
門
自
動
車

商
会
、
ラ
イ
チ
石
油
、
勝
原
代
行
、

泉
蟻
研
、
（
有
）
佐
多
電
機
工
業
、

（
有
）
総
合
測
量
設
計
、
（
有
）
徳
之
島

測
量
設
計
、
（
株
）
九
電
工
徳
之
島
営
業

所
、
合
資
会
社
広
芸
社
、
大
和
リ
ー
ス

（
株
）
鹿
児
島
支
店
、
（
有
）
ラ
ン
ド
グ

リ
ー
ン
、
（
株
）
ゾ
ウ

一
金　
１
１
，
０
０
０　
円
也

玉
野
電
業
（
株
）

一
金　
１
０
，
０
０
０　
円
也

（
有
）
阿
三
自
動
車
、
岩
井
整
備
工
場
、

面
縄
タ
タ
ミ
店
、
（
有
）
徳
之
島
オ
ー
エ

ー
販
売
伊
仙
支
店
、
豊
島
自
動
車
工
業
、

伊
仙
カ
ー
シ
テ
ィ
ー
、
徳
之
島
ビ
ジ
ョ
ン

（
株
）
、
（
株
）
興
洋
、
あ
す
な
ろ
測
量

設
計
（
株
）
、
（
株
）
ア
ー
チ
、
（
株
）

作
山
建
築
設
計
事
務
所
、
（
有
）
久
林

測
量
設
計
事
務
所
、
（
有
）
平
安
企
画
設

計
、
ウ
エ
ダ
シ
ス
テ
ム
、
大
船
文
具
店
、

（
株
）
き
ゅ
ら
し
ま
館
、
ヒ
ラ
ヤ
ス
、
吉

川
印
刷
、
（
株
）
ア
リ
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
（
株
）
栄
電
社
、
九
錦
設
備
工
業

（
株
）
、
（
株
）
九
大
地
質
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
（
株
）
新
日
本
試
験
室
、
（
株
）

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
鹿
児
島
支
店
、
（
有
）
南

西
通
信
シ
ス
テ
ム
、
日
本
無
線
（
株
）
鹿

児
島
支
店
、
南
九
州
金
属
工
業
（
株
）
、

（
株
）
南
九
州
電
設
、
（
株
）
ア
ジ
ア
技

　

初
秋
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
７
月
30
日
面
縄
港
特
設
会
場
に
お
い
て
、
「
第
31
回
伊
仙
町

ほ
ー
ら
い
祭
in
面
縄
港
」
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
島
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
華
や
か
で
力
の
こ
も
っ
た
郷
土
芸
能
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
徳
之

島
・
喜
界
島
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
島
唄
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
エ
グ
ゼ

イ
ド
シ
ョ
ー
と
繰
り
広
げ
ら
れ
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
や
花
火
大
会
で
は
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
美
し
さ
に
観

客
が
一
体
と
な
り
、
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
回
を
重
ね
る
毎
に

多
く
の
方
々
が
伊
仙
町
の
ほ
ー
ら
い
祭
り
を
心
待
ち
に
す
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
誰
も
が
行
っ
て
み
た
い
町
、
住
ん
で
み
た
い
町
」
づ
く
り
を

目
指
し
「
長
寿
と
子
宝
の
町
」
「
人
情
豊
か
な
も
て
な
し
の
町
」
と
し
て
更

に
情
報
発
信
し
、
全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
仙
町
ほ
ー
ら
い
祭
の
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
き
、
温
か
い
ご
芳
志
を

賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
御
礼
に
代
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
発
展
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
仙
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
同
　
寄
付
金
ご
芳
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
鹿
児
島
土
木
設
計

（
株
）
、
（
株
）
環
境
建
築
研
究
所
、

（
株
）
サ
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
（
株
）

三
水
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
サ
ン
コ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）
鹿
児
島
営
業

所
、
（
株
）
新
日
本
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）
、

（
株
）
大
亜
測
量
設
計
、
（
株
）
Ｄ
ａ

ｉ
建
築
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
、
中
央
テ
ク
ノ

（
株
）
、
（
株
）
東
条
設
計
、
（
株
）
日

峰
測
地
、
（
株
）
前
田
総
合
鑑
定
所
、

（
株
）
水
環
境
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
鹿
児
島

水
処
理
（
株
）
、
（
株
）
鹿
児
島
有
恒

社
、
鹿
児
島
ア
イ
ホ
ー
調
理
器
（
株
）
、

鹿
児
島
森
田
ポ
ン
プ
（
株
）
、
（
株
）
南

西
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
（
株
）
中
西

製
作
所
、
（
株
）
南
日
本
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
、
（
株
）
ヨ
シ
キ
、
（
株
）
く
ま
も

と
健
康
支
援
研
究
所
、
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ

ー
チ
（
株
）
、
徳
之
島
闘
牛
連
合
会

一
金　
　
５
，
０
０
０　
円
也

稲
弘
一
、
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）
徳
之
島
支
店
、
ト
ル
マ
リ
ン
パ
ワ

ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
徳
之
島
、
エ
ガ
ワ
地
質
、

（
株
）
ア
ー
ス
テ
ク
ノ
、
（
株
）
天
草

屋
、
ア
ジ
ア
テ
ッ
ク
（
株
）
、
（
株
）
カ

ー
ネ
ギ
ー
産
業
、
（
株
）
日
本
地
下
技

術
、
（
株
）
日
本
ジ
オ
テ
ッ
ク
、
奥
建
築

設
計
事
務
所
、
（
株
）
錦
城
、
（
株
）
栄

建
築
設
計
事
務
所
、
新
和
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
株
）
、
（
株
）
武
田
建
築
事
務

所
、
（
株
）
大
進
、
（
株
）
福
永
技
研
、

（
株
）
南
日
本
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

ワ
サ
ス
ナ
オ

一
金　
３
，
０
０
０　
円
也

（
株
）
ホ
ウ
セ
イ
・
技
研
、
理
水
化
学

（
株
）
南
九
州
支
店
、
（
有
）
奄
美
新
生

社
印
刷　

【
商
工
会
寄
付
金
ご
芳
名
】

一
金　
５
０
，
０
０
０　
円
也

幸
山
フ
ァ
ー
ム
（
株
）

一
金　
３
０
，
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福
宮
商
店
、
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、
浜
口
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０
０
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士
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所
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漁
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合
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電
機
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貴
島
建
設

駐
車
場
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種
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正
吾
、
澤
村 

和

正
、
前
田 

淳
造
、
柳
沢 

隆
志
、
面
縄
小

学
校
、
面
縄
中
学
校

駐
車
場
等
警
備　
伊
仙
町
消
防
団

子どもに大人気のキャラクターショー

今年も会場いっぱいにお客様が来場されました。

前夜祭を盛り上げた闘牛大会

ほーらい祭に華を添えた奄美出身の唄者
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町勢要覧２０１８年版発行に伴う写真大募集！

　なお、写真の寄稿にあたって、写真の著作権
また被写体になっている方の肖像権については、
すべてこちらの募集案内の趣旨に同意したうえ
で権利を町へ譲渡するとともに、紙媒体及び町
公式ＨＰ（ＳＮＳ含む）へ掲載するなど２次利用
についても同意したものとします。これらの留意
事項に同意頂けない場合は、寄稿をご遠慮下さ
い。（※寄稿頂いた写真は返却しません。）

記
＜募集する写真＞
◎町のイベントや祝事（出産祝など）の写真
◎伊仙町の自然や伝統文化にちなんだ写真
◎集落行事の（イッサンサンや浜下りなど）写真
◎基幹産業（農林水産業）にちなんだ写真
◎観光名所の写真
◎長寿と子宝にちなんだ写真
◎その他
　以上のテーマに沿って寄稿いただける場合は、以下のメ
ールアドレスまでデータにて送付願います。
Mail:isencho@po.synapse.ne.jp
　件名に「町勢要覧写真寄稿について」と記載して送付し
て下さい。送付にあたっては、氏名・住所・連絡先までご
記入下さい。

　伊仙町では、町勢要覧２０１８年版の発行に向
けて、現在編集作業を行っています。
　町勢要覧は、伊仙町の今の姿を町内外の方に
広く知って頂くための資料となります。そのなか
で、伊仙町にちなんだ色々な写真をいくつか掲
載する予定にしていますが、今回町民の皆様か
らお気に入りの写真を提供頂きたいと思います。
　つきましては、下記留意事項をご参照のうえ、
ご提供いただきますようお願いいたします。

お問い合わせ先：伊仙町未来創生課　TEL.86-3111（内線27）
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① IP告知機の後ろにあるコンセントを抜く。

②抜いたコンセントをもう一度入れる。

③コンセントを入れてか
ら、しばらくお待ちくだ
さい。正常に稼働される
と、放送が聞こえます。

伊仙町からお詫びとお願い～ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。～

　４月末から各家庭に設置してあります「IP 告知機（子機）」と「拠点サーバー（親機）」の間で通信障害
が発生し、多くの町民の皆様からお問い合わせを頂いております。現在、原因を究明したうえで復旧作業は
完了しておりますが、以下の方法によって各家庭に設置してある IP 告知機の再起動が必要となります。町
民の皆様には、ご迷惑並びにお手数をおかけしますが、IP 告知機の正常な稼働に向けてご理解とご協力を
お願い申し上げます。
○町からのお知らせが聞こえない場合や町内無料電話が使えない場合は？

※以上が、再起動の方法です。なお、この方法でも正常に起動されない場合は、IP 告知機の故障が考えら
れますので、以下のコールセンターへお電話をお願いします。
※現在、正常に稼働している場合でも、少し雑音が入ったりしている場合などにおいても、上記の方法で再
起動をお願い致します。

徳之島ビジョン　コールセンター　フリーダイヤル　０８００－６００－７１０９

伊仙町からお願い　～空き家等に使用していないＩＰ告知機ございませんか？～

　各家庭に設置してあります「IP 告知機（写真左下）とＯＮＵ（写真右下）」について、町内の空き家に設
置したままで使用していない場合は、機器の回収にお伺いしますので、徳之島ビジョンへお電話下さい。また、
転出などで長期間留守にする場合などは、役場町民生活課窓口で転出届と同時に職員へ申し伝えて頂けれ
ば幸いです。
　なお、回収された機器は、新規世帯などに設置するなどして再利用致します。
※ＩＰ告知機とＯＮＵは貴重な町の財産です。精密機械は、長時間作動させずに空き家などに放置しておく
と故障の原因になり、修繕など余計な支出負担を強いられますので、ぜひご連絡下さい。

徳之島ビジョン　コールセンター　フリーダイヤル　０８００－６００－７１０９
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徳之島地区消防組合からのお知らせ

伊仙町選挙管理委員会からのお知らせ
☆１０月２２日は「伊仙町長選挙」の投票日です！
　当日の投票所及び時間は、下記のとおりです。
＜第１投票所＞伊仙小学校体育館 ＜第２投票所＞東公民館 ＜第３投票所＞喜念小学校体育館
＜第４投票所＞東阿三生活館 ＜第５投票所＞馬根小学校体育館 ＜第６投票所＞阿権小学校体育館
＜第７投票所＞西公民館 ＜第８投票所＞糸木名小学校多目的ホール
※投票は、午前７時００分～午後６時００分までとなっております。
※当日投票できない方は、期日前投票をしましょう。
　期日前投票期間：平成２９年１０月１８日（水）～１０月２１日（土）
　期日前投票時間：午前８時３０分～午後８時００分まで
　期日前投票場所：伊仙町役場　選挙管理委員会会議室
※投票する場合は、各世帯に郵送されています入場券を必ずご持参下さい。

救急車の適正利用について

※利用者の中には
①軽い病気やけが　②二日酔いで頭が痛い　③入院
のための医療機関までの利用　④救急車で行くとす
ぐに診てもらえるといった、緊急性の低い救急要請
も見受けられます。
　救急車を呼ぶ前に、本当に救急車で病院に行かな
ければいけないのか、もう一度考えてみてくださ
い。

（救急車の呼び方）
①救急であることを伝える（１１９番通報したら、
まず「救急です」と伝えてください）
②救急車の来てほしい住所を伝える（住所が分から
ない時は、近くの大きな建物など）
③具合の悪い方の症状を伝える（分かる範囲で意
識、呼吸の有無等を伝える）
④具合の悪い方の年齢を伝える（分からない時は
「６０代」のようにおおよそでかまいません）
⑤あなたのお名前と連絡先を伝える（連絡可能な電
話番号、場所が不明な時など問い合わせ）

　徳之島地区消防組合における救急件数は、依然として
年々増加し続け、平成28年中の救急出動件数は1,699件
で平成29年1月から８月10日現在1,080件です今後さら
に増え続けると予想されます。
　徳之島地区消防組合では、１１９番通報で救急車の要
請を受けると、対応可能な最も近くの救急車を出動させ
てます。救急要請が増加すると近くの救急車が出動中と
なり、遠くから救急車が出動することで、到着までに時
間が必要となります。

ひとりひとりの
大切な命を救う
ために、救急車
の適正な利用を
お願いします。
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子宝日本一の町
伊仙町に生涯学習センターを
　合計特殊出生率日本一の伊仙町。子供たちは元気一杯育っていますが、室内の遊び場や図書館、中
高生の活動の場や勉強するスペースがありません。こんな場所あったらいいな、というアイデアや要
望を、みんなで話し合ってみませんか？
　小さい子連れの親御さんも、小学生も中学生も高校生も、昔子供だった人も、みんなの意見が必要
です！ほーらい館へ集まれ！！

●　●　●　　まちづくり住民ワークショップ　　●　●　●
日　時：平成29年9月21日（木）１８：３０　～　２０：３０
場　所：徳之島交流ひろば「ほーらい館」癒てぃなホール
対　象：まちづくりに興味のある方ならどなたでも

　年齢・性別・居住地問いません。伊仙町以外の方もぜひ参加してください。できるだけ多くの子供
さん、生徒さん、お父さん、お母さんのご参加をお待ちしています！！
　なお、参加にあたっては、事前のお申し込みが必要となりますので、下記までお問い合わせ下さ
い。

申込先　TEL：０９９７−８６−３１１１（内線２３）
FAX：０９９７−８６−２３０１（代表）

主　催：伊仙町・芝浦工業大学

未来創生課（消費者相談窓口）からのお知らせ

未来創生課・芝浦工業大学からのお知らせ

消費者トラブルにあわないために 

注意点
○還付金などのお知らせは、通知文での案内になるため
「還付金（払戻金）がある。」といった内容の電話がか
かってきた場合は、役場に折り返し電話をかけて確認を
しましょう。
　また、「うそ電話詐欺」を疑い、家族や警察に必ず相
談・通報するようにしましょう。
○スマートフォン等でインターネットバンキング（イン
ターネットを介した銀行取引サービス）利用での還付金
は支払われませんので、そのような内容の電話があった
場合も詐欺を疑い、安易に信用しないようにしましょ
う。

トラブルを防ぐために 
○見知らぬ人を家に入れない。   
○必要のない商品の購入を持ちかけられても、「いりませ
ん」ときっぱり断る。
○身に覚えのない支払いを要求されても、その場でお金を
渡さない。
○「お得な話」や「もうけ話」
を安易に信用せず、契約書の
サインを１人でしない。
○不安や心配に感じることが
あれば、家族や身近な人に相
談する。

消費者ホットライン　℡１８８（局番なし）
伊仙町役場　８６－３１１１　消費生活相談窓口（未来創生課）

ATM操作に不慣れな高齢者を狙った
「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」など

さまざまな手口について
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未来創生課（統計係）からのお知らせ

きゅらまち観光課からのお知らせ

　総務省統計局（鹿児島県・伊仙町）では、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的として
10 月１日現在で就業構造基本調査を実施します。この調査は、国が実施する統計調査のうち、統計法に
より特に重要なものとされる「基幹統計調査」です。調査結果は、雇用政策、経済政策などの企画・立
案のための基礎資料として活用されます。９月下旬から、調査員が調査をお願いする世帯に伺いますので、
調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

◎「鹿児島県立徳之島高等学校の皆さん」ボランティア作業のご協力ありがとうござ
いました。
　喜念浜は、島の南東端に広がる砂丘地帯で、島内有数の観光やキャンプなどの憩いの場として利用さ
れていますが、今回ボランティア活動の一環として鹿児島県立徳之島高等学校の生徒皆さんで清掃活動
を行って頂きました。
　同校は、「敬愛・向学・共生」を教育目標として掲げており、毎年島内各地でボランティア活動を行い、
世界自然遺産登録に向けた環境づくりにご尽力頂いております。
　清掃活動にご協力を頂きました鹿児島県立徳之島高校の生徒の皆さん及び関係各位へ、紙面をもって
心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
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水道課からのお知らせ
水道料金滞納に伴う給水停止について	
水道料金を滞納すると給水を停止します！
　水道事業においては、皆様から頂く水道料金等で運営しています。水道を使用されるお客様にご

負担頂くべき経費について未納がありますと、きちんとお支払頂いている方の水道料金等でまかな

うことになり、不公平が生じてしまいます。

　今後も水道料金等の未納・滞納を解決すると共に、水道事業経営の健全化を図り、皆様へ安定し

た水の供給を目的としておりますので、ご理解とご協力をお願い致します。

　なお、ご不明な点がございましたら水道課までご連絡下さい。

　また近年、許可もなく引き込みを行い、盗水する被害が増加しております。水
道を使用の際は必ず水道課へご連絡・ご相談をよろしくお願い致します。

＊盗水は犯罪です！！＊
宅内漏水時の水道料金の減免について
　水道メーターより宅内側で発生した漏水に係る水道料金は原則、使用者様にお支払いして頂いて

おりますが、一定の基準を満たす場合に限り、漏水減免水量分の水道料金を減免します。

　減免の対象となるのは、壁や土の中等、通常発見が困難な場所の漏水に限ります。トイレや蛇

口、給湯器等からの漏水は対象になりませんのでご留意下さい。漏水かなと思ったら指定給水装置

工事事業所へ依頼し、早めの修理をお勧め致します。

　なお、修理に伴う費用は、依頼者の負担となり、漏水減免を受ける為には、漏水修理証明書（修

理業者の領収書等）の提出が必要ですのでご注意下さい。

　ご不明な点は、水道課までお問い合わせ下さい。

お知らせ
　全国的に猛暑が続き、各地で水の確保が困難な状態が見られており、また、今季は台風が多く発

生し、それに伴った災害や水道トラブルが発生する事が予想されます。

　水に関する緊急事態の際、水道課は常時対応にあたっておりますが、復旧に時間を要したりと対

応が追い付かなくなる事がございますので、その際は各家庭、水の確保をして頂きたいと思いま

す。皆様にはお手数をお掛けしますが、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。

水道課問い合わせ　TEL：86−3111（内線：65）
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徳之島交流ひろば「ほーらい館」からのお知らせ

公益財団法人鹿児島県市町村振興協会からのお知らせ
○「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボミニ」
が、１０月１１日（水）から全国で２種類同時発売されます！
☆オータムジャンボから衣替え!　ハロウィンジャンボは、1等・前後賞合わせて5億円!（1枚300円）

1等 3億円×10本 前後賞各 1億円×20本 2等 1,000万円×20本
※当選本数は販売総額300億円・10ユニットの場合
☆たくさん当たる!ハロウィンジャンボミニが新登場!今回のミニは1等の前後賞つき!（1枚300円）

1等 3,000万円×40本 前後賞各 1,000万円×80本 2等 50万円×400本
※当選本数は発売総額120億円・4ユニットの場合
発売日:平成29年10月11日（水）から10月31日（火）まで（抽選日:11月9日（木））
□この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われ
ます。

「ZUMBA kids（ズンバキッズ」
「ZUMBA kids jr（ズンバキッズジュニア）」の紹介
　 ほ ー ら い 館 の 有 料 教 室 で 平 成 ２ ９ 年 の ６ 月 か ら
「ZUMBA kids」「ZUMBA kids jr」がスタートしまし
た。ズンバキッズ・ズンバキッズジュニアとはダンスフィ
ットネスプログラムで、歌に乗って踊ることはもちろん、
【運動能力向上】【集団行動・協調性の形成】なども期待
できます。ぜひ受講してみてはどうでしょうか。

募集内容
ZUMBA kids jr(ズンバキッズジュニア）
・対　象／年少・年中・年長（４歳～６歳）　※定員15名
・日　時／毎週木曜日16時30分～17時15分
　　　　（第5週目はお休み）
ZUMBA kids(ズンバキッズ）
・対　象／小学生（７歳～１２歳）　※定員15名
・日　時／毎週木曜日17時30分～18時15分
　　　　（第5週目はお休み）
※以下募集内容は同様となります
・場　所／徳之島交流ひろば　ほーらい館
　　　　　多目的室（スタジオ）
・料　金／入会金1,080円（年間登録費用／保険料含む）
　　　　　月会費2,160円（月4回分）

♦ほーらい館受付にて申込用紙にご記入・ご入金の上お申
し込み下さい。
♦お電話での受付は行っておりません。

お問合せ先
徳之島交流ひろばほーらい館　0997-86-3319
（営業時間午前10：00～午後22：00）毎週月曜日休館日
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＊＊＊＊＊＊知っていますか？建退共制度＊＊＊＊＊＊
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき、建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小
企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼
り、その労働者が建設業界で働くことをやめた時に建退共から退職金を支払うという、いわば業界全
体での退職金制度です。

　○加入できる事業主：建設業を営む方
　○対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　○掛金：日額３１０円

★特長
　○国の制度なので安全、確実、申込み手続きは簡単です。
　○経営事項審査で加点評価の対象となります。
　○掛金の一部を国が助成します。
　○掛金は、事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全額非
　　課税となります。
　○事業主が変わっても、退職金は企業間を通算して計算されます。

◆建退共制度の特例措置のお知らせ◆
　建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆様に対し、各種手続きの特例措置を実
施しております。

☆建退共から事業主の皆様へのお願い
　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。
　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに退職
　　金を請求するよう指導して下さい。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Q&Aなど建退共制度の知りたい情報が記載されてい
ます。ぜひ、アクセスしてご覧ください。
※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合わせください。

鹿児島県支部
〒890-8512　鹿児島市鴨池新町6-10　鹿児島県建設センター内

TEL：０９９－２５７－９２１６

独立行政法人　勤労者退職金共済機構＜建設業退職金共済事業本部＞からのお知らせ
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一般財団法人　日本遺族会からのお知らせ

行政相談員からのお知らせ

　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の
参加者を募集しています。

巡回行政相談所開設のお知らせ

　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対
象として、父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善をはか
ることを目的としています。
　費用は、参加費として１０万円。平成２８年度参加者を除き、複数回の応募をすることができま
す。
　日程等の詳細は、日本遺族会事務局までご連絡下さい。また、お申込みはお住まいの各都道府県遺
族会へお願いします。

＜実施地域＞

（広域地域）

①旧満州 ②旧ソ連 ③モンゴル ④西部ニューギ
ニア ⑤マリアナ諸島

⑥東部ニューギ
ニア（１次）

⑦トラック・
　パラオ諸島

⑧北ボルネオ・
　マレー半島

⑨フィリピン
（１次） ⑩ソロモン諸島

⑪ミャンマー
（１次）

⑫台湾・バシー
海峡

⑬東部ニューギ
ニア（２次）

⑭ミャンマー
（２次）

⑮フィリピン
（２次）

⑯中国

（特定地域） ①西部ニューギ
ニア

②ビスマーク諸
島

③マーシャル・
ギルバート諸島

＜お問い合わせ＞
一般財団法人　日本遺族会

〒102-0074　東京都千代田区九段南1-6-17）TEL:03-3261-5521

　毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉などの国の行政に関する疑問・苦情や意見・要
望はありませんか？
　行政相談委員は、地域での皆さんの身近な相談相手として、行政サービスに関する相談や、行政の
仕組みや手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改善の申し入れな
どを行っています。
　行政相談委員が、自宅や電話でも相談に応じています。
この度、行政相談習慣の一環として、下記のとおり行政相談所を開設いたしますので、お気軽にご相
談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

日　　時 場　　所

平成29年10月19日（木) 午前9時30分～午後12時00分 伊仙町西公民館
午後1時30分～午後4時00分 伊仙町中央公民館　１階研修室

行政相談委員　　安田　千鶴子
問い合わせ：　伊仙町役場　総務課　TEL：86-3111
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伊仙町商工会の窓

※伊仙町商工会の窓では，商工会加盟店の広告を掲載しております。掲載希望の商店は，伊仙町商工会（0997-86-2390）までお問合せ下さい。

〇カルビ・タン・ロース・
ホルモンの王道メニューから
女性に大人気のもつ鍋
（予約制）もあります！

いせん町で焼肉
一筋！

伊仙町伊仙
８６－４１０４

（元田呉服店様となり）

自家製パパイヤ漬物

いつもご利用
ありがとうございます！
食料品・日用雑貨・自家製漬物・たばこ・酒

Ｆ・マート
明るい店内で

良い物たくさん！

ピリ辛でうまい

華
はなまる
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戸籍の窓
お
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名

わが町のアイドル募集 !
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて、写真を未来創生課広
報係までお持ち下さい。

お問い合せ先　伊仙町役場　未来創生課　
TEL 86-3111（内線 27）
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子宝日本一の町 わが町のアイドル

人口の動き
（29年7月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口=6,884
　男　=3,488
　女　=3,396
世　帯=3,562

出　生=5
死　亡=11
転　入=38
転　出=22
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７月で２歳になりました！
お姉ちゃんと仲良く元気一杯に育ってね！

荻
お ぎ た

田　千
ち な つ

夏ちゃん
（2歳）


